


















 
 

－ 20 － 

項 目 単 位 数 値

紙・布類　                         % 1.17
合成樹脂・ゴム・皮革類 % 3.22
木、竹、わら類 % 70.15
厨芥類 % 0.00
金属類 % 0.50
ガラス類 % 0.04
コンクリート(玉石)・アスファルト % 12.76
雑物類 % 12.76

水分 % 38.77
灰分 % 19.86
可然分 % 41.37

低位発熱量 KJ/kg 6810.00

写真-7 改善前可燃物性状状況 

うネットワークで繋ぎ、ネットワークデーターを集約し、最終的には日本産業廃棄物処理振興センター 情報

処理センターの「JW 災害廃棄物処理支援システム」iiiで電子マニュフェスト化し、廃棄物の動きを追った。 

 
４．撤去・復旧 

当地区の最終的な業務終了形態は地区

内の約 34 万㎡ある災害廃棄物の仮置場を

現状復旧し、地権者に返却することである。  

その指針としては岩手県が策定した「災

害廃棄物仮置場の返還に係る土壌調査要

領」ivであり、業務履行期間内にそれを終

了させるためには、業務終盤に一括集中で

土壌汚染調査を実施することが必要とな

る。そのようなことは試験対応機関の繁忙

状況から実質不可能であり、当地区では返

却用地の部分引き渡しを実施した。 

 図-15に示すとおり、土壌調査進捗管理

をビジュアル的に管理することで、各仮置

場の進捗状況を包括的に管理した。 

 

５．新技術（改善事例） 

①可燃物の品質向上 

当地区の災害廃棄物処理については多種多様の搬出先の仕

様に合わせる適応力が求められた。 

津波由来の災害廃棄物の可燃物については、一般廃棄物の

可燃物に比べ、土砂の付着が多いことが一般的であるが、受

入先焼却炉の仕様からは、灰分、焼却残渣の更なる軽減を求

められており、それに対応した改善事例を以下に示す。 

 当地区の可燃物の搬出先の規格品サイズは 150-20ｍｍが

主力である。一般的に選別精度は篩選別の篩目のサイズ設定

如何によって変化し、可燃系混合物の篩選別においては、そ

の篩目サイズを大きくすればするほど、篩上は目視による異

物確認は容易になり、篩上とされた可燃物の灰分及び焼却残

渣は軽減されると考えられる。 

一方、その篩目によって、篩下とされるものは、篩目を大

きくすれば大きくするほど津波の災害廃棄物固有の混合土砂

に加え、細かい有機分が入り混じることになり、直接処分す

るにも、セメント焼成するにしても、要求水準を満たさなく

なる。 

図-15 土壌調査進捗管理 

表-2 改善前 可燃物 ゴミ質分析の結果 
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項 目 単 位 数 値

紙・布類　                         % 0.27
合成樹脂・ゴム・皮革類 % 1.85
木、竹、わら類 % 93.30
厨芥類 % 0.00
金属類 % 0.35
ガラス類 % 0.00
コンクリート(玉石)・アスファルト % 3.69
雑物類 % 0.54

水分 % 36.64
灰分 % 6.10
可然分 % 63.26

低位発熱量 KJ/kg 11100.00

写真-8 分別除去された不燃物 

表-3 改善後 可燃物 ゴミ質分析の結果 

グリズリフィーダーを設置ことで、粒度が小さいものは、格子の間を
くぐり落ち、従来のテールゲートがあった距離までは短いため、ベル
コンとの摩擦力を得る前に落ちていく。また、粒度の大きい玉石は格
子に当たり弾き飛ばされる。弾かれると摩擦力を得るまで時間を要
し、グリズリフィーダーとベルコンの隙間を抜けテールスカートで止
まることなく、落ちていく効果も期待ができる。木くずについては、
質量がなく扁平なものが多いので、摩擦力を得やすく、ベルコンをあ
がっていく。

ベルコン上の可燃系混合物は、接地面の大きさにより、摩擦力が働き
コンベアを上がっていく。篩機からの落下後の状況を見ると、質量の
重い玉石は接地面が安定するまで時間がかかり、ベルコンの端部テー
ルスカートで転倒がする力が弱まり、安定性を保っている。
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 当地区の篩目サイズは 20mm であり、

篩下の受入水準としては、不燃物とし

て最適化されたが、篩上の可燃物の品

質としては、受入先の目視検査の結果、

玉石の多さから焼却時の灰分と焼却残

渣が懸念され、玉石の除去を求められ

た。  

 分析結果、性状については、表-2、

写真-7のとおりである。 

150-20ｍｍの玉石をいかに除去でき

るかという問題であるが、玉石につい

ては概ね 50-20ｍｍに集中していた。 

 表-2 の 12％程度の玉石混入は限ら

れたサイクルタイムでの粗選別での分

別除去、中間処理施設（二次仮置場）

でのベルトコンベアの流れの中での分

別除去は、当地区の選別作業員の質

が良かろうと選別漏れ、選別ムラは

致し方ないレベルとも考えられた。 

 処理スピードを重視し、かつ選別精度をあげることを念

頭におくと効率的な機械選別を求められるところであるが、

風力選別においては、粒度が小さくなるほど効果は得られ

にくく、湿式分級についても、可燃物のような体積ボリュ

ームが大きいものがメインの場合は、それだけ大きな水槽

を要し、仮置場の配置計画上、困難を伴うものであった。 

大幅な処理施設の改造には時間も要することから、「一工

夫」が必要となるわけだが、当地区としては、この局面に

対して、既存のベルトコンベアの傾斜角を利用した選別を

採用した。（図-16） 

 これは、傾斜角のある登りのベルトコンベアにおいて、

テールスカートに替り格子型グリズリを設置することで、

落とし口からベルトコンベアに落ちる廃棄物の形状、質量

の差異で選別するものである。 

 可燃物は一般的に形状が扁平なものが多く、傾斜角のあ

るベルトコンベアには落下後、比較的容易に摩擦力を得て

ベルトコンベアを昇る。一方、玉石については形状が球体

なものが多く傾斜角のあるベルトコンベア上の挙動は摩擦

力をなかなか得られず、テールスカートに滞留し摩擦力を

得てからベルトコンベアを昇っていく。 

 この挙動に注目して自動選別を策定したものであるが、

設置後のゴミ質分析、分別除去された不燃物は表-3、写真-8 のとおり灰分の軽減、焼却残渣の軽減に一定レ

図-15 グリズリ設置状況 
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写真-9 津波堆積物篩上 

ベルの効果を得ることができた。 

 プラントを止めることなく、重厚長大になり過ぎない一工夫が当地区では求められており、このような一工

夫が当地区の成果となっている。 

②不燃物の品質向上 

篩選別における留意点としては、前述のとおり篩上と篩

下で選別基準をどちらの側に合わせるかで一方の品質と他

方の品質が両立できないという点がある。 

それは、可燃物に係わらず、津波堆積物も同様であった。 

図-8にある津波堆積物の選別においては、20ｍｍという

篩下は土砂系の復興資材として活用できる性状となった反

面、篩上は、コンガラ、自然石、礫、木くず、プラスチッ

ク等の土砂の付着が非常に多い混合物となり、熱しゃく減

量を加味すると岩手県内では、管理型埋立処分場、安定型

埋立処分場への直接廃棄は不可であり、セメント焼成材と

しても高度選別を実施しないと処理できない性状となった。

（写真-9） 

 特に津波堆積物の篩上については土砂の付着が多く、有機分も目視上は礫に見えるため、目視選別は効果を

得にくく、全ての廃棄物に触れて選別する人力選別に頼らざるを得ない状況であったが、このような状況から

津波堆積物の篩上の人力選別については、処理スピードが発揮できず、機械選別を検討せざるを得ない状況で

あった。 
 湿式分級については、細粒分を入れて選別すると、有機分が泥状に絡まり、良い結果を出せないことは容易

に想像できたが、逆に細粒分を除去した後には効果的に分級が実施でき泥状となるリスクが軽減されることが

予測できた。当地区では当該品目について湿式分級を採用し、破砕選別前の前処理として実施した。（写真-10） 
効果については、選別前（写真-9）の状態で熱しゃく減量が 15％～20％程度であったのに対して、分級後

は 5％以下まで軽減された。 
軽減されることで、安定型埋立処分等の直接処分、再生砕石相当品への再利用等の処理の選択幅が増え、処

理スピードの大幅な向上を可能とした。 

 

 
 

水流による循環

重量物（不燃物）
軽量物（可燃物）

循環濁水処理

選別対象投入口

写真-10 不燃物湿式分級設備 
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写真-11 屋内選別設備 

６．環境対策 

(1) 周辺環境対策 
周辺環境対策としては、廃棄物の飛散・風散対策が

あげられる。当地区は護岸地域に仮置場を多く要する

ことから苦情として多く報告された。飛散・風散につ

いては残置されている廃棄物、処理中の廃棄物、中間

処理後のストック中の廃棄物があるが、もっとも問題

となったのは処理中の廃棄物であった。 
これに対応するために、処理中の過程において屋内

テントを設けることで対応した。 

このテントについては、天候に左右されず処理がで

きる全天候対応を可能とし、熱中症対策にも効果をあ

げ、処理上の多くの問題にも対処可能とした。 
(2) 作業環境対策 

 作業員のためのエアシャワー付き休憩室を設けているほか、作業環境測定を毎日各ヤードで実施し、その結

果を働く作業員に掲示板で掲示し、安心・安全な作業・職場環境提供するよう努めた。 
 日常の作業環境について粉塵、臭気、騒音、硫化水素、一酸化炭素、放射線量の岩手県の仕様書に定められ

たもののほか、アスベストを想定したファイバーモニターを使用した全繊維量の測定も実施した。 
 なお、アスベストについては公定分析も 3 カ月に１回実施したほか、厚生労働省による定期調査、環境省に

よる定期調査も実施しており、宮古労働基準監督署におかれては月１回のパトロールを実施して頂き、過去の

震災復旧の教訓を生かす形になっている。 
 
 
７．地元への貢献等 

(1) 地元への貢献・協働 

当地区の処理基本の基本方針に「地元経済

への貢献」がある。 
災害廃棄物は処理をすればなくなってし

まうものだが、この事業で何が残せるかを

考えた場合、地元貢献は当事業での重要な

項目となる。 
当地区で一番重要視したのは、地元雇用、

地元企業の積極的な採用であり、業者選定

にあたっては、岩手県産業廃棄物協会、岩

手県建設業協会宮古支部、岩手県トラック協会ダンプ支部等の公益団体との連携を最重要視した。 
その結果、表-4にあるとおり、県内作業員は平成 26 年 3 月末時点で延べ 200,261 人/216,005 人（92.7％）

に達し、当地区においては、作業員用の仮設宿舎等は設けず業務履行を実施した。 
また、住宅倒壊による仮設住宅等に入居する作業員は平成 26 年 3 月末時点で延べ 31,838 人（14.7％）で

あり、当事業に求められている「つながる復興」は達成できたと言える。 
 平成 25 年 11 月からは当事業終了時に向けた作業員のアフターケア、「再就職支援プログラム」をハローワ

ーク宮古と共催し、「つながる復興」をさらに強化するよう対応した。 

表-4 作業員住居別入場実績（延人数） 

平成２６年３月末 
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(2) 地元との交流 

 地元との交流においては、災害廃棄物が地元の被災した家

財であるということを認識し、地元向け現場見学会を積極的

に開催した。（岩手県内 5校の小中学生向けに開催）（写真-12） 
特に「未来を造るこども達」への積極的な現場見学会は地

元小中学校の協力の上、開催しており、「これからを担う世

代」である大学生に対しての現場見学会も積極的に実施した。

（東京大学、京都大学、岩手大学、青山学院短期大学等） 
 こうした繋がりをとおして、「震災から何を学ぶか」を地

元とともに考え歩むことにより、当事業の位置付けを深めた。 
 
８．おわりに 

宮古地区の災害廃棄物については、処理・処分先が多くの地域に分かれていた。 

これは、各自治体の皆様が広域処理・処分を受け入れて下ったお蔭であり、被災地への力強い支援の

一環であることを忘れてはならない。 

 震災と津波により発生した災害廃棄物は、多種多様であり、また、量も膨大であることから画一的な

処理方法がなく、処理を実施しながら、処理方法を検討し、最適化するという模索が多いことが否めな

い。このような状況の中、全国からの支援に応えるために、早期の処理終了、早期の復興に向けて処理

方法の検証と検討を重ね、業務を遂行した。 

                                                   
i 「岩手県復興資材活用マニュアル」平成 24 年 6 月 29 日策定 

http://www.pref.iwate.jp/view.rbz?nd=4406&of=1&ik=1&pnp=4406&cd=39813 
「岩手県復興資材活用マニュアル」改訂 平成 25 年 2 月 13 日 
http://www.pref.iwate.jp/view.rbz?nd=4406&of=1&ik=1&pnp=4406&cd=43951 

ii 環境庁告示 13 号 公布日：昭和 48 年 2 月 17 日「産業廃棄物に含まれる金属等の検定方法」 
iii JW 災害廃棄物処理支援システム 
 http://www.jwnet.or.jp/jwnet/saigai/index.html 
iv 「災害廃棄物仮置場の返還に係る土壌調査要領」平成 25 年 8 月 21 日 
 http://www.pref.iwate.jp/view.rbz?nd=4406&of=1&ik=1&pnp=50&pnp=2648&pnp=4406&cd=47298 

写真-12 田老第一中学校の現場見学会 


